
　

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
飾
っ
た
笹
飾

り
の
短
冊
に
は
「
コ
ロ
ナ
が
早
く

な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」「
コ
ロ
ナ

が
治
ま
っ
て
金
管
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
で
き
ま
す
よ
う
に
」「
修
学
旅
行

に
行
け
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
、
コ

ロ
ナ
収
束
へ
の
願
い
事
が
た
く
さ

ん
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

七
夕
人
形
や
、
疫
病
を
退
け
る

「
ア
マ
ビ
エ
」
の
ぬ
り
絵
や
切
り
絵

も
多
数
壁
を
彩
り
、
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
公
民
館
で
開
催
し

た
平
和
や
七
夕
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
本
の
読
み
聞

か
せ
会
に
は
、

小
学
生
約
30
人

が
参
加
し
ま
し

た
。

　

広
島
の
被
爆

体
験
の
お
は

な
し
『
い
わ
た

く
ん
ち
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
』
な

ど
４
冊
の
絵
本

を
、
公
民
館
図

書
・
視
聴
覚
委

員
会
の
大
濱
さ

ん
と
高
山
さ
ん

が
分
か
り
や
す

く
読
み
聞
か
せ

し
ま
し
た
。

　

松
本
の
七
夕
行
事
を
題
材
と
し

た
絵
本
『
た
な
ば
た
ま
つ
り
』
の

後
に
は
、
み
ん
な
で
松
本
の
「
ぼ

ん
ぼ
ん
」
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
会
の
後
、
子
ど
も

た
ち
は
紙
び
な
形
式
の
七
夕
人
形

を
、
図
書
・
視
聴
覚
委
員
に
教
わ

り
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
皆
が「
か

わ
い
い
か
ら
、
お
う
ち
に
飾
る
」

と
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

松
本
地
方
の
七
夕
は
月
遅
れ
の

８
月
７
日
に
行
い
ま
す
。

　

短
冊
を
吊
る
し
た
笹
飾
り
と
、

餡あ
ん

や
き
な
粉
で
和
え
た
「
ホ
ウ
ト

ウ
」
や
夏
の
野
菜
を
供
え
ま
す
。

軒
先
に
は
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
着
物
掛
け
や
紙
の
七

夕
人
形
を
飾
る
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
、
次
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
大

切
な
伝
統
行
事
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
に
な
る
な
か
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
７
日
ま
で
、
鎌
田
地
区
公
民
館
で
は

福
祉
ひ
ろ
ば
や
図
書
館
の
入
口
な
ど
敷
地
内
の
４
ヵ
所

に
大
き
な
笹
飾
り
を
飾
る
な
ど
、「
松
本
の
七
夕
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

松
本
の

in
鎌
田
地
区
公
民
館

コ
ロ
ナ
収
束
へ
の
祈
り

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

七
夕
人
形
作
り

みんなで楽しく七夕人形作り

スクリーンで絵を見ながら読み聞かせ会

公民館ロビーに笹飾りや七夕人形、アマビエのぬり絵を展示

こ
と
と
制
定
さ
れ
た
啓
発
日
で
、

各
所
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
る
▼
松
本
で
は
７
月
８
日
に

大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
避
難

指
示
が
出
た
。
上
高
地
付
近
を
震

源
と
す
る
群
発
地
震
も
続
い
て
い

る
▼
気
象
庁
の
異
常
気
象
分
析
検

討
会
に
よ
れ
ば
、
今
年
は
イ
ン
ド

洋
の
海
水
温
が
高
く
大
気
の
流
れ

が
変
化
し
た
こ
と
、
偏
西
風
が
平

年
よ
り
南
に
位
置
し
た
こ
と
で
梅

雨
前
線
が
停
滞
し
て
７
月
は
豪
雨

が
続
い
た
と
発
表
し
て
い
る
▼
秋

は
台
風
の
季
節
で
も
あ
る
。
昨
年

の
19
号
台
風
は
県
下
に
大
災
害

を
も
た
ら
し
た
。
台
風
は
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
大
型
化
す
る
傾
向

が
強
い
▼
鎌
田
地
区
は
、
日
本
で

一
番
地
震
発
生
確
率
が
高
い
断
層

帯
が
あ
り
、
東
海
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
の
大
地
震
の
激
し
い
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
▼
激
甚

災
害
に
備
え
「
自
分
や
家
族
の
命

は
自
分
で
守
る
」
は
も
と
よ
り
、

防
災
・
避
難
訓
練
や
町
会
、
隣
組

な
ど
と
の
普
段
か
ら
声
掛
け
や
見

守
り
で
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を

作
り
、
防
災
・
減
災
に
対
処
す
る

準
備
を
し
た
い
。    　
（
松
川
靖
彦
）

  

9
月
１
日
は
防
災
の

日
。「
広
く
国
民
が
台
風
、

高
潮
、津
波
、地
震
等
の

災
害
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
、こ
れ
に
対
処
す

る
心
構
え
を
準
備
す
る
」

雑感
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令和２年度
鎌田地区公民館　専門委員の紹介

　

陶
芸
の
初
心
者
を
対
象
と
し
た

陶
芸
体
験
教
室
が
８
月
か
ら
11
月

ま
で
、
全
10
回
の
連
続
講
座
で
開

講
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
陶
芸
家
の
木
村
岳
史
さ

ん
で
、
初
回
の
講
座
で
は
受
講
生

18
人
が
陶
芸
の
基
本
と
な
る
土
練

り
の
指
導
を
受
け
た
あ
と
、
ろ
く

ろ
で
湯
飲
み
茶
わ
ん
の
成
形
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

鎌
田
地
区
公
民
館
の
特
色
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
陶
芸
窯
が
市
内
の
公
民

館
で
は
唯
一
設
置
さ
れ
て
い
て
、
５

つ
の
陶
芸
サ
ー
ク
ル
が
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
体
験
教
室
で
も
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
が
講
師
の
補
助
役
と

し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
に
は
作
品
を
見
る
、
使
う

楽
し
み
の
ほ
か
に
、
作
品
を
作
る

楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

体
験
教
室
は
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
陶
芸
に
関
心
の
あ
る

方
は
来
年
の
教
室
を
受
講
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

前
号
の
公
民
館
報

の
特
集
「
花
が
い
っ

ぱ
い
の
鎌
田
地
区
」

で
は
、
昨
年
度
の
松

本
市
花
い
っ
ぱ
い
花

壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た

月
見
町
の
花
壇
な
ど

を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹

介
し
ま
し
た
。

　

先
ご
ろ
、
今
年
度

の
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

が
あ
り
、
昨
年
に
続

き
今
年
も
最
優
秀
賞

は
鎌
田
地
区
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
は
高
宮

町
会
の
花
い
っ
ぱ
い

に
す
る
会
、
個
人
の

高宮町会の花壇（国道 19号線高宮交差点沿い）

心
が
知
れ
た
仲
間
。
持
っ
て
い

る
技
術
を
互
い
に
教
え
合
い
な

が
ら
、
技
術
向
上
を
目
指
し
て

い
る
。

今
後
も

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

を
大
切

に
し
な

が
ら
楽

し
く
活

動
し
て

い
き
た

い
」
と

語
っ
て

く
れ
ま

し
た
。

　

ぶ
ど
う
の
会
は
、
鑿の
み

や
彫
刻
刀

を
巧
み
に
使
い
、
一
枚
の
木
か
ら

立
体
的
な
作
品
を
創
り
上
げ
て
い

く
木
彫
り
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

発
足
は
古
く
、
鎌
田
地
区
公
民

館
（
旧
西
部
公
民
館
）
が
開
館
し

た
昭
和
59
年
以
前
か
ら
活
動
を
続

け
て
い
る
歴
史
あ
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
会
員
は
11
人
で
第
２
、
第
４

水
曜
日
と
第
４
土
曜
日
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
一
度
は

講
師
を
招
き
、
技
術
を
磨
い
て
い

ま
す
。

　

代
表
の
大
門
暎
一
さ
ん
は
「
気

鎌
田
地
区
公
民
館

活
動
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
3

ぶ
ど
う
の
会
（
木
彫
り
）

陶
芸
体
験
教
室
が
ス
タ
ー
ト

○
近
藤
　
邦
人（
鎌
　
田
）

　
深
澤
　
久
江（
五
月
町
）

　
山
本
　
英
明（
笹
　
部
）

　
吉
野
　
泰
正（
笹
　
部
）

◆
運
営
委
員
会

　

鎌
倉　

弘
行（
両　

島
）

　

小
岩
井
定
男（
高　

宮
）

　

中
田　

美
千（
井
川
城
上
区
）

　

南
雲
多
榮
子（
月
見
町
）

　

林　
　

清
吉（
両　

島
）

　

松
川　

靖
彦（
高　

宮
）

　

宮
沢　

生
式（
石
芝
東
）

◎
村
松　

昭
雄（
井
川
城
中
区
）

　

望
月　

敏
通（
並　

柳
）

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員
会

　
大
濱
　
マ
リ（
村
井
町
北
）

　
高
山
み
ゆ
き（
高
　
宮
）

◎
中
田
　
美
千（
井
川
城
上
区
）

　
林
　
　
愛
弓
（
　
渚
　
）

　
前
澤
　
裕
子（
征
矢
野
）

○
横
山
　
　
怜（
井
川
城
下
区
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

　
赤
穂
　
勝
貴（
笹
　
部
）

　
今
福
　
圭
司（
征
矢
野
）

　
小
倉
　
利
夫（
南
原
町
）

　
小
沢
　
智
也（
井
川
城
中
区
）

◎
鎌
倉
　
弘
行（
両
　
島
）

◆
館
報
編
集
委
員
会

　

小
林　

睦
和（
笹　

部
）

　

小
山　

淳
一（
井
川
城
中
区
）

　

南
雲
多
榮
子（
月
見
町
）

◎
松
川　

靖
彦（
高　

宮
）

　

松
本　

捷
幸（
両　

島
）

◆
文
化
委
員
会

　
伊
藤
　
　
徹（
鎌
　
田
）

　
鎌
倉
む
つ
子（
両
　
島
）

　
上
條
　
玉
紀（
笹
　
部
）

　
長
井
洋
八
郎（
高
　
宮
）

◎
林
　
　
清
吉（
両
　
島
）

○
村
上
さ
よ
子（
五
月
町
）

鎌田地区公民館では住民の皆さんで構成さ
れる５つの専門委員会が中心になり、事業
の検討や運営を行っています。

※
五
十
音
順
・
敬
称
略　

※
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

続 報  花いっぱい花壇コンクール
今年も鎌田地区から最優秀賞

部
で
は
丸
山
勝
子
さ
ん
（
両
島
）

が
最
優
秀
賞
で
す
。
な
お
、
表
彰

式
は
11
月
10
日
に
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
で

行
わ
れ
ま
す
。
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